
５.宮城県てんかん診療地域連携事業 

「東北大学病院てんかんセンターにおける活動の概要」 

 

東北大学病院てんかんセンター 中里信和 
 

【まとめ】 

 東北大学病院てんかんセンターでは、例年に引き続いて，診療・研究・教育という大学病

院の活動の 3本の目標のもと、多診療科連携、多職種連携、さらには総合大学としての包括

的活動を展開している。施設内でのベストの診療を求めるだけでなく、関連他施設との連携

を深めて、てんかん診療を推進する人材育成が究極のゴールである。 

2022年度は日本てんかん学会学術集会を主催する機会を得て、開催前日と開催前日に公開

市民講座を実施するなど、昨年以上に顕著な成果が得られた。 

なお「てんかんセンター」は院内での評価もきわめて高く，2022年度の東北大学病院長賞

の受賞が決定している（2023年 3月に受賞式）。 
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【１．2022年度てんかん診療医療連携拠点協議会委員名簿】 

 

  氏名 所属先 

1 中里 信和 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授 

（日本てんかん学会専門医・指導医，日本脳神経外科学会専門医） 

2 冨永 悌二 
東北大学病院長 東北大学大学院医学系研究科神経外科学分野 教授 

（日本脳神経外科学会専門医） 

3 青木 正志 
東北大学大学院医学系研究科神経内科学分野 教授 

（日本神経学会専門医） 



4 植松 貢 
東北大学大学院医学系研究科小児病態学分野 准教授（日本てんかん学会専門

医・指導医，日本小児科学会専門医・指導医、日本小児神経学会専門医） 

5 富田 博秋 
東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野 教授 

6 高瀬 圭 
東北大学大学院医学系研究科放射線診断学分野 教授 

（日本医学放射線学会専門医） 

7 三木 俊 
東北大学病院生理検査センター 診療技術部生理検査部門長 

8 鈴木 由美 
東北大学病院 看護部長 

9 神 一敬 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 准教授 

（日本てんかん学会専門医・指導医，日本神経学会専門医） 

10 小川 舞美 
東北大学病院てんかん科（公認心理師） 

11 前田 光男 
東北大学病院地域医療連携課 課長 

12 織田 佳葉子 
東北大学病院地域医療連携センター（社会福祉士） 

13 本庄谷 奈央 
東北大学病院地域医療連携センター  てんかん診療支援コーディネーター 

（精神保健福祉士） 

14 上埜 高志 
東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 教授 

（精神保健指定医，日本精神神経学会専門医・指導医） 

15 萩野谷 和裕 
宮城県立こども病院 副院長 

（日本てんかん学会専門医・指導医，日本小児神経学会専門医） 

16 北村 太郎 
仙台市立病院小児科 医長 

（日本小児神経学会専門医，日本小児科学会専門医・指導医） 

17 角藤 芳久 
宮城県立精神医療センター 院長 （精神保健指定医） 

18 橋本 崇 
宮城県保健福祉部精神保健推進室 室長 

19 菅原 美帆子 
宮城県保健福祉部精神保健推進室 技術主幹（精神保健推進班長） 

20 小原 聡子 
宮城県精神保健福祉センター 所長 

21 遠田 礼子 
仙台市保健所若林支所 障害高齢課 地域支援係長 

22 萩原 せつ子 
日本てんかん協会宮城県支部 事務局長 （てんかん患者の家族） 

 

 

 



【２．2022年度の代表的活動】 

  開催予定日 名称 研修内容（★ウエブ併用で全国から参加） 

第

１

回 

令和 4年 4

月 20日 

第 133回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

２

回 

令和 4年 5

月 25日 

第 134回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会． 

第

３

回 

令和 4年 5

月 25日 
てんかん包括医療東北研究会 

★てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療

関係者を対象として、岩手医科大学小児科学講座教

授 赤坂真奈美 先生の特別講演． 

第

４

回 

令和 4年 6

月 15日 

第 135回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

５

回 

令和 4年 6

月 15日 
Epilepsy Lectures 

★東北大学病院から出版された過去のてんかん関連

研究論文の解説．  

第

６

回 

令和 4年 7

月 9日 
東北てんかんフォーラム 

★てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療

関係者を対象として、愛知医科大学精神科の兼本浩

祐教授による「てんかんと抑うつ」に関する講演．  

第

７

回 

令和 4年 7

月 27日 

第 136回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

８

回 

令和 4年 8

月 17日 

てんかん診療知っトクセミナ

ー東北 

★東北地方のてんかん診療に関わる医師を対象とし

た「外科治療」及び「精神症状への対応」をトピッ

クとする講演会．  

第

9

回 

令和 4年 8

月 24日 

第 137回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

10

回 

令和 4年 9

月 14日 

第 138回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会． 

第

11

回 

令和 4年 9

月 14日 
Epilepsy Lectures 

★東北大学病院から出版された過去のてんかん関連

研究論文の解説．  

第

12

回 

令和 4年 9

月 19日 

市民公開講座「知って安心、

てんかん」（主催：東北大学

病院＆第 55回日本てんかん

学会） 

★日本てんかん学会学術総会関連イベントとして、

仙台国際センターを終日使い，４部構成での市民公

開講座，文化講演会，座談会等を実施した．  



第

13

回 

令和４年 9

月 19日〜

22日 

てんかん啓発アートイベント 

★日本てんかん学会学術総会関連イベントとして、

仙台国際センターにおいて，当事者や県内の障害者

団体，学会参加の医療者らが参加してのオブジェの

作成を行った。 

第

14

回 

令和 4年 9

月 20〜22

日 

日本てんかん学会 

★日本てんかん学会の年次学術総会。大会長は中里

信和てんかん科教授、副大会長に冨永悌二病院長、

青木正志脳神経内科教授、富田博秋神経精神科教授

が就任。2000名を越える過去最大規模での大会と

なった． 

第

15

回 

令和 4年

10月 19日 

第 139回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

16

回 

令和 4年

11月 30日 

第 140回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

17

回 

令和 4年

11月 30日 
てんかん包括医療東北研究会 

★てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療

関係者を対象として、大阪大学脳神経外科の Khoo 

Hui Ming先生を招いての講演会。 

第

18

回 

令和 4年

12月 10日 

仙台’89ERS 冠試合（カメイ

アリーナ仙台） 

試合開始 15:00。試合の前後やハーフタイムにおい

てのパープルデー活動の紹介や、開始前のティップ

オフ・セレモニーなど。 

第

19

回 

令和 4年

12月 14日 

第 141回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

20

回 

令和 4年

12月 14日 
Epilepsy Lectures 

★東北大学病院から出版された過去のてんかん関連

研究論文の解説．  

第

21

回 

令和 5年 1

月 18日 

第 142回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

22

回 

令和 5年 1

月 18頃 
東北てんかんフォーラム 

★てんかん診療に関わる東北地方の医師および医療

関係者を対象として、東北大学小児病態学分野教授

に着任した菊池敦生先生の講演． 

第

23

回 

令和 5年 2

月 15日 

第 143回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．  

第

24

回 

令和５年 2

月 22日 

てんかん重積状態の診療（み

やぎ発 Web講演会） 

★てんかん重積状態の診療に関する話題を大友智先

生（みやぎ県南中核病院脳神経外科）と加藤量広先

生（同脳神経内科）に講演いただく．対象は宮城県

中心だがウエブで全国配信の予定． 



第

25

回 

令和 5年 3

月 8日 

第 144回東北大学てんかん症

例検討会 

★難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包

括的症例検討会．今回よりインドネシアのてんかん

医療関係者にも同時通訳で配信予定． 

第

26

回 

令和 5年 3

月 8日 
Epilepsy Lectures 

★東北大学病院から出版された過去のてんかん関連

研究論文を小川舞美先生（東北大学病院てんかん科

助教・公認心理師）が紹介． 

第

27

回 

令和 5年 3

月 26日 

てんかん啓発パープルデー宮

城 

3月 26日にむけての約２週間を利用し、宮城県内

において，てんかん啓発を目的としたラジオ放送．

3月 23日には中里センター長が生出演の予定． 

 

【３．第 55回日本てんかん学会学術集会の開催】 

 

 

下：閉会式直後のスタッフ集合写真 

 



【４．市民公開講座「知って安心，てんかん」の開催】 

 

第 55回日本てんかん学会学術集会の前日、関連事業として市民公開講座を開催した。 

日 時：２０２２年９月１９日（月•祝）１０:００～１７:００ 

会 場：仙台国際センター会議棟２階 「桜」 

参加者：オンサイト 100名、ライブ配信 350名 

  



【５．アート企画「わたしがわたしでいられるところ」の開催】 

 

同じく第 55回日本てんかん学会学術集会の前日から期間中を通して、関連事業としてア

ート企画「わたしがわたしでいられるところ」を開催した。 

 

日 時：2022年 9月 19日（月・祝）〜22日（木） 

 10：00〜17：30（最終日は〜12：00） 

会 場：仙台国際センター会議棟２階  展示・レセプションホール 桜 

参加者：87名+医療者多数+オンライン参加 

 

 

資料：当日配布したパンフレット       資料：読売新聞(９月 21日付け) への掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６．クラウドファンディング企画“オンライン市民公開講座「知って安心,てんかん」を

開催したい！】 

 

第 55回日本てんかん学会学術集会市民公開講座「知って安心，てんかん」のライブ配信と

オンデマンド配信のために、クラウドファンディングを実施した。 

 

目標金額：900,000円 

募集期間：2022年 8月 8日-９月５日 

寄付総額：1,220,000円（寄付者：106人） 



 

 

成果：第 55回日本てんかん学会学術集会市民公開講座「知って安心，てんかん」のライブ

配信とオンデマンド配信 

 

【７．宮城パープルデーイベントの実施】 

 

てんかん啓発のバープルデーは 3月 26日であり、2015年より関連イベントを実施してきた

ものの、年度末の時期であるため今年は 12月 10日に早めて実施した。具体的には、プロバ

スケットボールリーグ仙台 89ERSのホームゲームを、冠試合として開催（共催）した。 



 

 

（以下、東北大学病院ホームページからの関連記事の抜粋） 

 

仙台のプロバスケットボールチーム仙台 89ERSは、てんかんへの理解増進と患者さんやご

家族を支援する啓発活動への賛同を表明し、てんかん啓発の日であるパープルデーを支援し

ていただいています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

今回、特別企画として、ゲーム前のティップオフセレモニーに冨永悌二病院長が参加し、

渡辺翔太選手にボールを手渡し、ゲームがスタートしました。 

 

会場では、てんかん啓発動画が放映されたほか、パープルデーの説明が記載されたオリジ

ナルチアボードが来場者に配布され、ハーフタイムでは、イエローとパープルのオリジナル

チアボードを曲に合わせて掲げました。 

 



 

 

特設ブースでは宮城パープルデーオリジナル缶バッチやパンフレットなどを配布しまし

た。試合終了後には、仙台 89ERSの選手、宮城パープルデーと当院のスタッフが記念撮影を

して、当院冠試合「知って安心、てんかん」宮城パープルデーは終了しました。ご参加いた

だきました皆さまありがとうございました。 

 

 

【8.宮城県における精神疾患自立支援制度における「２つの薬局利用」の実施】 

 自立支援制度では利用できる薬局は１ヶ所という原則があったが，昨今の薬剤不足に対応

すべく，宮城県においては２つの薬局が特例として認められるようになった．これは東北大

学病院てんかん診療連携協議会の席上，患者代表からの発言を宮城県の担当者が聞き，問題

の解決にあたったものである．本事業の有用性が顕著にあらわれたと評価できる．関連する

新聞記事を掲載する． 
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